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文責 校長 空閑宏史 

学校教育目標  ふるさと松梅を担う心身共に調和のとれた子どもの育成 

「元気な『あいさつ』」・「心のこもった『ありがとう』」・「素直な心で『あやまる』」 

◎新型コロナウイルス感染症について（お詫びと

お願い） 
 私が、コロナウイルス感染症で陽性となり、関係の皆様に御迷惑をおかけしました。

経緯は、11月 29日から濃厚接触者として在宅勤務をしていたところ、12月２日（金）

に陽性となり、12月９日（金）まで療養期間でした。この間に、いろいろな学校行事

や育友会行事がありましたが、全く参加できず誠に申し訳ありませんでした。 

 自分が罹患して思うことが二つあります。 

一つめは、体調の悪さを感じたら、無理せず病院に行って検査をすることの大切さ

です。私は、薬事承認された体外診断用医薬品の抗原定性検査キットが入手できなか

ったために自宅待機３日目・４日目で検査をできませんでした。４日目朝の時点では、

特に症状もなく検査をしても陰性だったと思います。それで学校に出勤していれば、

先生方や児童生徒の皆さんにうつしていたかもしれません。 

そう考えると４日目の昼前に微熱と頭痛を感じて病院に予約して、夕方に検査を受

けられたのは、とても良かったと思っています（病院に電話が約１時間位つながらず、

やきもきしました）。我慢して無理をせず、早めに検査されることをお勧めします。 

二つめは、現在、佐賀県内で流行しているコロナウイルス感染症は、以下の表やグ

ラフを見ると今までより感染力が高い印象を受けます。 

 

 
症状が軽かったという話も聞きますが、私は、陽性になった後の４日間は、頭痛と

強いのどの痛み、吐き気などで、かなりきつい状況でした。現在、寛解していますが

志をもち夢をかなえる 

り 

裏面有 



体力等の低下も感じています。 

感染しないことが何よりですので、以

下の感染対策を実施されることをお勧め

します（出典：佐賀県、「重要 新型コロ

ナウイルスの検査で陽性となった場合の

療養について」、令和４年９月８日）。 

①マスクの着用、②手洗い、③物資の

共用を避ける、④消毒の実施 

 なお、この４点については学校でも継

続して取り組んで参ります。 

 最後に、コロナウイルスの電子顕微鏡

写真が、国立感染症研究所広報委員会か

ら出されているのを見つけましたので載せておきます。わずか 100nm（ナノメート

ル）程のウイルスがこれほどの症状を引き起こすのかと、ウイルスの怖さを改めて感

じました。（国立感染症研究所で分離に成功した SARS-CoV-2 B.1.1.529（オミクロン）

系統の電子顕微鏡写真、PUBLISHED: 2021 年 12月 17日） 

 

◎１月行事予定 
現時点の予定です。１月は、育友会主催の第 3回資源物回収があります。 

 


